
後
期
学
校
評
価
よ
り

保
護
者
の
皆
様
と
、児
童
・教
職
員
の
声
を
集
め
、次
の
学
校
づ
く
り
に
役
立

て
て
い
く
「
学
校
評
価
」
。後
期
も
、皆
様
の
ご
協
力
、大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。別
紙
に
て
詳
細
は
お
届
け
し
ま
す
が
、頂
い
た
回
答
を
教
職
員
で
分
析

し
、「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
評
価
と
な
っ
た
か
、ど
う
す
れ
ば
改
善
で
き
る
か
？
」
と

い
う
対
話
を
、私
た
ち
も
大
切
に
し
て
参
り
ま
す
。

校舎改築関連情報

校歌の作詞者 時雨音羽さんにまつわる

名曲アルバム放送日決定！

日 曜 行　事　予　定（児童・ＰＴＡ）

1 土

2 日

3 月

4 火 PTA行事厚生委員会

5 水

6 木 中休み：なかよし班会議

7 金 全校遊び

8 土 消防クラブ

9 日

10 月 PTA学年委員会

11 火
３月定例職員会議
4年生以上特別日課②　掃除あり

12 水

13 木 卒業式総練習

14 金 大そうじ　卒業式前日準備

15 土 第１２９回卒業式

16 日

17 月 振替休業日

18 火 新年度対策会議

19 水

20 木 春分の日

21 金 修了式　離任式

22 土 ＰＴＡ送別会（ホテル利尻）

23 日

24 月

25 火 会計監査

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

31 日

旧事務所跡地を
除雪し、臨時駐
車場にしました

体育館前は
6台程度駐車

可能です

給食搬入口横も
6台程度駐車

可能です

外
構
工
事
に
伴
い
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

大
変
少
な
く
な
っ
て
お
り
、ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

明
日
の
参
観
日
は
、で
き
る
だ

け
徒
歩
や
乗
り
合
わ
せ
で
お
越

し
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

な
お
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
左
図
の

部
分
を
確
保
し
て

お
り
ま
す
。公
務

補
さ
ん
の
誘
導
に

従
っ
て
、駐
車
願

い
ま
す
。

令和7年度前期

児童会新役員の皆さん
新
年
度
の
児
童
会
役
員
選
出
会
議
が

行
わ
れ
、新
し
い
5
名
の
リ
ー
ダ
ー
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

た
ち
の
生
活
に
課
題
意
識
を
持
ち
、そ

れ
を
公
約
と
し
て
述
べ
ま
し
た
。

4
月
か
ら
新
入
生
を
迎
え
、新
た
な

気
持
ち
で
学
校
を
引
っ
張
っ
て
下
さ
い

ね
。皆
さ
ん
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。児童会会長 ◆八木月柊くん（5年）

副会長 ◆青山 凜さん（5年） ◆佐藤ももかさん（4年）
書 記 ◆村松俊太朗くん（5年）◆工藤 雄心くん（3年）

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
通
り
、沓
小

の
児
童
も
撮
影
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
「
名

曲
ア
ル
バ
ム
」
の
放
送
日
が
決
定
い
た
し
ま
し

た
。数
秒
で
も
、子
ど
も
達
の
様
子
が
映
る
と

良
い
の
で
す
ね
。な
お
、出
船
の
港
は
、テ
ノ
ー

ル
歌
手
の
錦
織
健
さ
ん
が
出
演
と
の
こ
と
で

す
。利
尻
の
風
景
が
こ
う
し
て
後
世
に
残
る
番

組
に
な
る
の
は
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。

番
組
に
先
立
ち
、2
月
28
日
（
金
）
午
後
6

時
40
分
か
ら
7
時
の
「
ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
道
北
・

オ
ホ
ー
ツ
ク
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
の
特
集
コ
ー
ナ
ー

（
6
分
間
程
）
に
子
ど
も
達
が
登
場
し
ま
す
。

「
百
人
一
首
」
体
験
を
し
ま
し
た

「
海
の
子
作
品
展
」

北
海
道
金
融
広
報
委
員
会
会
長
賞

３
年
生
大
平
陽
菜
さ
ん
が
受
賞

今
年
も
学
校
で
取
り
組
ん
だ
「
海
の
子
作
品

展
」
で
す
が
、陽
菜
さ
ん
が
素
晴
ら
し
い
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

今
年
度
も
、各
学
級
2
時
間
、百
人
一
首
の
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。日
本
の
文
化
で
あ
り
、

更
に
は
北
海
道
独
自
の
文
化
と
し
て
発
展
し
た
、

百
人
一
首
を
子
ど
も
達
は
楽
し
み
な
が
ら
学
び

ま
し
た
。め
き
め
き
と
上
達
す
る
子
ど
も
達
。

毎
回
講
師
を
務
め
て
下
さ
っ
た
、「
天
つ
風
」
の

吉
安
様
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

低学年の部の
最高賞！堂々たる
筆づかいですね。

保護者 お子さんは学校へ行くのを楽しみにしていますか。 7.4 11 33 48 3.2

（低）学校に来るのはたのしみですか。 3.4 7 34 55 3.4

（高）学校に来るのはたのしみですか。 10 14 48 28 2.9

教員
【集団づくり】【特別活動】 他者と関わり合いを深め、自己決定・自己実現の向上を図る中で、ひとりひとりのよ
さを生かし伸ばす、居心地のよい集団作りに取り組んでいますか。 0 9 55 36 3.3

最
重
点

児童

0 20 40 60 80 100学校として、最重点としている項目は、「子どもが学校を楽
しみにしてくれる」ことです。多くの子ども・保護者の皆様か
ら高い評価を得ていますが、「楽しみではない・楽しみにして
いない」という回答も見られます。
学校生活の根幹としての授業づくり、安心できる居場所づ

くり、自己有用感を高められる取り組み。これらを、次年度も
大切にする学校を目指していきます。

保護者 本校の子どもたちは、『思いやり』『感謝』の心が育っていますか。
　※学級指導、道徳等を通して、充実を図っています。

11 11 41 37 3.0

（高・低）ともだちにやさしくしたり、「ありがとう」と言えていますか。 3.4 3 24 69 3.6

（高・低）ともだちにやさしくしたり、「ありがとう」と言えていますか。 0 7 34 59 3.5

教員
２－②【特別の教科道徳】
道徳科の授業の工夫・改善による「感謝」と「思いやり」の心を重点とした道徳性の育成を図っていますか。 0 9 73 18 3.1

児童
重
点
２

集
団
で
育
て
る

0 20 40 60 80 100保護者・教職員と、児童の差が大きかった項目に「思いや
り」「感謝」があります。評価項目の違いはありますが、この差
を埋めていくのが、私たち学校の務めでもあります。
*******
なお、今回の調査からgoogleフォームを利用した回答にし

ましたが、提出率が良くない状況でした。皆様の声を取り入
れながら、改善して参りますので、ご協力をお願いいたします。

暖気の影響で、駐車場が
使えない場合もあります。
ご了承ください。
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